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イタリア語直説法未来の＜命令＞＜勧誘＞について 
 
豊永 翠 
 
0. 本稿の目的 
イタリア語1の直説法未来は＜未来における動作・状態＞2を表すがこの基本的な用法の
他に、＜命令＞＜勧誘＞を表すことがある。文法家によってはこれを命令法未来と定義す
る者もいる。本稿では直説法未来におけるこのような用法を例文と共に分析し、その特質
を明らかにすることを目的とする。 
 
＜未来における動作・状態＞ 
（1）Il treno   arriverà      fra poco. 
直・未・３・単 到着する 
「列車はまもなく到着するでしょう。」3 
長神（2000:145） 
 
＜命令＞ 
（2）Ci   andrai      tu stesso. 
      直・未・２・単 行く 
   「君は自分でそこに行くのだよ。」 
               長神（2000:145） 
1. 先行研究 
1.1. 直説法未来および命令法に関する先行研究 
イタリア語の直説法未来が＜命令＞として用いられることを述べた文法書は多い。 
Dardano & Orviero（1979），Moretti & Trifone（1985），Serianni（1989）がともにイタリア
語の直説法未来が＜命令＞として表現されることをのべている。この中でもっとも詳しく
述べている Moretti & Trifone（1985）では、 
 
「断定的ではない命令、禁止、威嚇を表すと同時に、すべての時制または多かれ少なかれ未来にお
いて有効な命令や規律を力強く表す」 
Moretti & Trifone（1985:53）を筆者訳 
                                                        
1 イタリア語はインド･ヨーロッパ語族、イタリック語派、ロマンス諸語に属する言語である。動詞は法・
時制・人称・数によって活用する。いわゆる「標準イタリア語」はトスカナ地方の方言、とくにフィレン
ツェ方言を基盤にして形成されたものである。「標準イタリア語」は近年、イタリア全土にめざましい普
及をみせているが、各地に残る方言の勢力には依然根づよいものがある。標準語のみの使用者より、標準
語と方言を使い分けるイタリア人の方が多い。（亀井他（1988:592）参照）。本稿で扱うイタリア語は「標
準イタリア語」とする。 
2 本稿ではモダリティ部分を強調するために＜＞で表す。 
3 以下の例文番号、およびグロスは筆者によるもの。なお（1），（2）の日本語訳は長神（2000）に掲載さ
れているものである。グロスは、左から順に法・時制・人称・数、原形の語彙的意味を示している。 
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また、Moretti & Trifone（1985），Dardano & Orviero（1979）は命令法には現在・未来の
二つの時制があり、直説法未来のこのような用法を「命令法未来」と定義している。 
奥野・鈴木（1985:80）、坂本（1979:234）は「穏やかな命令、依頼といった語気の緩和
を表す」ことを述べており、小林（1982:93）は「きっぱりした断定的命令を表す」ことを
述べている。 
このように「語気の緩和」も「きっぱりした断定的命令」も表すことが述べられている
が、後者は命令法現在の用法でもある。この「語気の緩和」や「断定的命令」は本稿の内
容と深く関わっているため、2.1.以下で詳しく述べていく。いずれにしても、命令法現在
と大部分重なるため、命令法現在と直説法未来の＜命令＞表現の違いは曖昧なようである。 
  
1.2. 通言語的にみた未来時制に関する先行研究 
通言語的にみた「未来時制」に関する先行研究では、Ultan（1978:103-106）、亀井他
（1996:1323）が未来時制は現在・過去時制とは異なり、実現に関する不確実性という性質
から、法と密接な関係を持つことを述べている。 
 
2. 先行研究における問題点 
2.1. 「語気の緩和」について･･･＜命令＞ 
「語気の緩和」で問題となるのはイタリア語の三人称による敬称表現である。「イタリ
ア語では、家族や友人など親しい間柄の相手に対しては二人称単数を（親称表現）、初対面
の相手やそう親しくない人、親しくても敬意を表すべき相手には三人称単数を用いる（敬
称表現）。」（長神（2000:37）を要約） 
 命令法現在三人称単数も敬称表現となり、敬意を表すべき相手への丁寧な命令「～し
てください」となる。筆者は命令法現在および直説法未来の＜命令＞表現の「丁寧さの度
合い」に注目する。 
 
［丁寧さの度合い］ 
命令や依頼を表す文は、どの言語にあっても、丁寧さ（politeness）の段階に応じたさまざまな言
い方がある。それは、相手や状況への配慮からくるもので、敬語法の発達した言語では特に著しい。
たとえば日本語では「書け」「書きなさい」（中略）「書いていただけたら有難いのですが」など、
さまざまな段階がみられる。 
亀井他（1996:1335）を引用 
 
直説法未来の＜命令＞表現は「語気の緩和」を表すのか、また表すとすれば、 
① 命令法現在三人称単数 
② 直説法未来二人称単数 
③ 直説法未来三人称単数 
という 3 種類の表現の間で、「丁寧さの度合い」はどのように違うのか、という問題点が出
てくる。 
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2.2 「語気の緩和」について･･･＜勧誘＞ 
命令法現在一人称複数形は、自分を含めて「（一緒に）～しよう」と話し相手（単数・
複数）を＜勧誘＞する場合にもちいられる。直説法未来の＜勧誘＞表現においても「語気
の緩和」を表すのかどうかという問題点が出てくる。 
 
2.3. 時制の違いについて 
 1.の先行研究で述べたとおり、文法家によっては直説法未来の＜命令＞表現を「命令法
未来」と定義している。筆者が収集した先行研究を見る限りでは、「命令法現在」と「命令
法未来」を定義しているにもかかわらず、これら 2 つの間の時制の差を詳しく述べたもの
はない。 
 
3. 研究方法 
3.1. 用例の収集・分析 
疑問点を調べるには、まず用例を収集する必要がある。いずれも語用論的な要素が絡ん
でいるため、文法書ではない、イタリア語による小説等の会話文から収集するのが適切で
あると筆者は考える。＜命令＞や＜勧誘＞表現は会話文で用いられるので、作品の会話文
中から「直説法未来」および「命令法現在」の形式を収集し、2.の先行研究の問題点につ
いて分析する。収集に用いたのはイタリア語による小説、戯曲集計 6 冊 11 作品である。収
集、分析の流れは以下のとおりである。 
① 作品の会話文の中から「直説法未来」、「命令法現在」の形式を収集する 
② 「直説法未来」の形式のうち、作品の日本語訳で＜命令＞または＜勧誘＞となってい
るものを抽出する（日本語訳が＜命令＞、＜勧誘＞であるかどうかの判断は亀井他
（1996:1334）の「命令文」と国立国語研究所（1970）を参照する） 
③ ②で抽出された＜命令＞4、＜勧誘＞表現が話者にとって目上／目下の相手に向けられ
たものかどうかで「語気の緩和」を分析する 
④ 「直説法未来」および「命令法現在」と共起している未来を表す副詞に注目して、両
者の間に「現在」と「未来」の時制の区別があるかどうか分析する 
⑤ 用例による分析で結果の出ない問題点についてはインフォーマントへのアンケートで
検証する 
 
3.2. アンケートについて 
アンケートは 2004 年 12 月～2005 年１月の間、電子メールを通じて行った。媒介言語はイ
タリア語である。インフォーマントはイタリア語を母国語とするイタリア人男性 7 名、女
性 2 名計 9 名である。9 名とも 2005 年 1 月現在イタリアに在住している。 
 
                                                        
4 ＜命令＞表現については人称別に分析する。 
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4. 用例の分析結果 
 直説法未来の形式の総数は 505 例、命令法現在の形式の総数は 841 例であった。直説法
未来の形式 505 例を用法別に分けると以下のようになる。 
表 1 直説法未来の用法別内わけ 
 
 
直説法未来 
＜命令＞ ＜勧誘＞ ＜その他＞ ＜未来における動作・状態＞ 計 
計 48 24 3 430 505 
 直説法未来の＜命令＞＜勧誘＞表現と命令法現在を比べると以下のようになる。 
 
表 2 直説法未来の＜命令＞＜勧誘＞表現と命令法現在 
 ＜命令＞＜勧誘＞表現 
直説法未来 命令法現在 
計（％） 72（7.9％） 841（92.1％） 
表 2 より、直説法未来の＜命令＞＜勧誘＞表現は 72 例抽出できたが、命令法現在より
もはるかに出現頻度が少ないことがわかる。 
 
4.1. 直説法未来の＜命令＞表現・「語気の緩和」の分析 
直説法未来の＜命令＞表現 48 例を人称によって分類、さらに話者にとって目上／目下
の相手に向けられたものかどうかを分類した。目上の相手に向けられた表現を「語気の緩
和」、目下の相手に向けられた表現を「断定的」であると判断した。 
 48 例中、二人称は 41 例、三人称は 6 例、一人称複数形が 1 例5であった。これらの用例
を分析すると、以下のようになった。 
・二人称では「断定的命令」になりやすい 
・三人称では「語気の緩和」を伴いやすい 
・二人称、三人称ともに、「語気の緩和」も「断定的命令」も表す 
 しかし、①命令法現在三人称単数、②直説法未来二人称単数、③直説法未来三人称単数
の「丁寧さの度合い」については用例だけでは分析できなかったため、アンケートで検証
する。 
 
4.2. 直説法未来の＜勧誘＞表現・「語気の緩和」の分析 
 直説法未来の＜勧誘＞表現 24 例はすべて一人称複数形である。4.1.と同様、目上／目下
の相手に向けられたものかどうかを分析したところ、以下のようになった。 
・直説法未来の＜勧誘＞表現は「語気の緩和」を伴う＜勧誘＞と、「語気の緩和」を伴わな
い＜勧誘＞の両方を表す 
                                                        
5 ＜勧誘＞を表す一人称複数形が日本語訳では＜命令＞として訳されていた。 
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 また命令法現在の＜勧誘＞表現（一人称複数形）においても目上／目下の両方に向けら
れたものがあり、＜勧誘＞表現の「語気の緩和」については直説法未来、命令法現在の両
形式で差はないことがいえる。 
4.3. 時制の違いについて 
 直説法未来の＜命令＞＜勧誘＞表現および命令法現在に伴う未来を表す副詞に注目する。
両形式ともに近接未来を表す副詞が伴う例がみられ、これも用例だけでは分析できなかっ
たため、アンケートで検証する。 
 
5. アンケート 
 4.用例の分析結果ではっきりわからなかった問題点をアンケートで検証する。 
 
5.1. アンケートで使用する動詞について 
 アンケートで使用する動詞は、直説法未来の＜命令＞＜勧誘＞表現と命令法現在の両方
で頻度が高い 3 動詞 andare「行く」，fare「する，させる」，dire「言う」，のうち、andare「行
く」を使用する。andare を選んだ理由は自動詞ゆえに目的語がなくても表現できるため、
動詞そのものの性質を検証しやすいと考えたためである。 
 
5.2. 「丁寧さの度合い」 
アンケートではまず、「そこに行ってください」という文を以下のように表す。 
a.命令法現在三人称 Ci vada. 
b.直説法未来三人称 Ci andrà. 
c.直説法未来二人称 Ci andrai. 
 次に、以下の A，B の質問に答えてもらう。 
A： a，b，c，のそれぞれが＜命令＞の表現となり得るかを問う。以下の選択肢であては
まるものを選んでもらう。（1, 2, 3 は複数回答可） 
1.“a”は命令を表さない 
2.“b”は命令を表さない 
3.“c”は命令を表さない 
4.“a”,“b”,“c”の 3 つとも命令を表す 
  
0
3
1
6
0
1
2
3
4
5
6
7
1 2 3 4
番号
人
数
（A の結果） 
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B：A で「4」と答えた 6 名にのみ、“a”,“b”,“c”の中の「丁寧さの度合い」を問う。 
  “a”,“b”,“c”の中で形式的（formale）6なものの順に並び替えた次のうち、一番適
当なものを選んでもらう。 
1. a＞b＞c  3. b＞a＞c  5. c＞a＞b  7. 形式の差はない 
2. a＞c＞b  4. b＞c＞a  6. c＞b＞a 
  
4
0
2
0 0 0 0
0
1
2
3
4
5
1 2 3 4 5 6 7
番号
人
数
（B の結果） 
 A の結果から、“a”については全員＜命令＞を表すと判断している。また 9 名中 6 名が
「“a”,“b”,“c”の 3 つとも命令を表す」と判断しているが、3 名が「“b”は命令を表
さない」と判断した。うち 1 名は「“c”も命令を表さない」と判断した。このことから、
直説法未来の＜命令＞表現があまり使用されていないことがわかる。 
 B の結果から、A で「4」を選択した 6 名中 4 名が「a＞b＞c」の順、つまり、 
命令法現在三人称単数＞直説法未来三人称単数＞直説法未来二人称単数 
 
の順に形式的であると答えた。 
 また 6 名中 2 名が「b＞a＞c」つまり、 
直説法未来三人称単数＞命令法現在三人称単数＞直説法未来二人称単数 
の順に形式的であると答えた。 
 
5.3. 時制の違い 
 本稿では時制の違いを調べるために、「一年後そこに行きなさい」という文を、 
a.命令法現在二人称単数  Ci va'  l'anno prossimo. 
   b.直説法未来二人称単数  Ci andrai  l'anno prossimo. 
で表す。「一年後」という明らかに未来の副詞は、命令法現在と共起しにくく、直説法未
来の＜命令＞（命令法未来）と共起しやすいことがいえれば、両者の間に「現在時制」と
「未来時制」の差があるといえる。次に以下の C，D の質問に答えてもらう。 
 
 
 
 
                                                        
6 イタリア語では目上の人に対する敬称表現のことを formale（形式的）というので、アンケートにおい
てもこの語を使用した。 
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C：二つの例文のことを述べた次の文のうち、適切だと思うものを選択してもらう。（1, 2
は複数回答可） 
1.“a”は命令を表さない 
2.“b”は命令を表さない 
3.“a”も“b”も命令を表す 
5
1
4
0
1
2
3
4
5
6
1 2 3
番号
人
数
（C の結果） 
D：C で「3」と答えた 4 名にのみ“a”，“b”についての使用状況を問う。以下の中から適
切なものを選んでもらう。（1, 2 は複数回答可） 
 1.“a”は命令として正しい表現だが、使わない 
 2.“b”は命令として正しい表現だが、使わない 
 3.“a”も“b”も命令として正しい表現である 
 C の結果から、回答が二つに分かれることがわかる。「一年後」という明らかに未来の
副詞は、命令法現在と共起しないと判断したのが 9 名中 5 名であった（「1」）。これら 5
名のうち 4 名は直説法未来の＜命令＞（命令法未来）と「一年後」の共起に違和感をもっ
ていない（「2」）。よってこの 4 名は、命令法現在と直説法未来の＜命令＞（命令法未来）
の間に「現在時制」と「未来時制」の差を感じているといえる。 
 一方、「一年後」という明らかに未来の副詞は、命令法現在と直説法未来（命令法未来）
の両者ともに共起できると判断したのが 9 名中 4 名だった（「3」）。よってこの 4 名は、
命令法現在と直説法未来（命令法未来）の間に「現在時制」と「未来時制」の差を感じて
いないことになる。 
 D の結果では、C で「3」と答えた 4 名中 1 名は“a”の命令法現在＋「一年後」は＜命
令＞として正しい表現だが、使わない（「1」）と回答した。4 名中 3 名は“a”も“b”も＜
命令＞として正しい表現である（「3」）と回答した。よって 
「命令法現在」と「直説法未来（命令法未来）」の間に「現在時制」と「未来時制」の差を
感じている話者とそうでない話者がいる。 
ことがいえる。 
 
参考文献 
Dardano, M. & Tifone, P.（1985）La lingua Italiana, Zanichelli, Bologna. 
Moretti, G. B. & Orvieto, G. R.（1979）Grammatica Italiana, Il Vervo, vol. I, Benucci, Perugia. 
Serianni, L.（1989）Grammatica italiana, Italiano commune e lingua letteraria, UTET, Torino. 
イタリア語直説法未来の＜命令＞＜勧誘＞について 
- 129 - 
Ultan, R.（1978）”The nature of future tenses”, in Greenberg, J. H., Universals of  Human 
Language, vol. II, Stanford University. 
奥野拓哉・鈴木信吾（1985）『書くイタリア語』大学書林 
亀井孝・河野六郎・千野栄一（1988）『言語学大辞典 第 1 巻 世界言語編』三省堂 
＿＿＿＿（1996）『言語学大辞典 第６巻 術語編』三省堂 
国立国語研究所（1970）『現代語の助詞・助動詞 －用法と実例－』秀英出版 
小林晃（1982）『イタリア文小文法』白水社 
坂本鉄男（1979）『現代イタリア文法』白水社 
長神悟（2000）『イタリア語のＡＢＣ』白水社 
 
用例出典 
（原書の下に日本語訳を【 】で示してある。） 
Calvino, I.（1991）Il cavariere inesistente, in Romanzi e racconti, vol. I, Mondadori, Milano. 
【カルヴィーノ, I.（1989）『不在の騎士』米川良夫訳 図書刊行会】 
＿＿＿＿（1991）Il visconte dimezzato, in Romanzi e racconti, vol. I, Mondadori, Milano. 
【カルヴィーノ, I.（2001）『まっぷたつの子爵』米川良夫訳 晶文社】 
＿＿＿＿（1991）Il barone rampante, in Romanzi e racconti, vol. I, Mondadori, Milano. 
【カルヴィーノ, I.（1995）『木のぼり男爵』米川良夫訳 白水社】 
＿＿＿＿（1991）Il sentiero dei nidi ni ragno, in Romanzi e racconti, vol. I, Mondadori, Milano. 
【カルヴィーノ, I.（1990）『くもの巣の小道』河島英昭訳 福武書店】 
 ＿＿＿＿（1993）I Racconti, vol. I, Mondadori, Milano. 
【カルヴィーノ, I.（1990）『魔法の庭』和田忠彦訳 晶文社】 
Pavese, C.（1949）La Bella Estate, Einaudi, Torino. 
【パヴェーゼ, C.（1973）『美しい夏』河島英昭訳 昌文社】 
＿＿＿＿（1968）La Spiaggia, Einaudi, Torino. 
【パヴェーゼ, C.（1969）「浜辺」『現代イタリアの文学３』米川良夫訳 早川書房】 
＿＿＿＿（1968）Paesi tuoi, Einaudi, Torino. 
【パヴェーゼ, C.（1969）「君の故郷」『現代イタリアの文学３』米川良夫訳 早川書房】 
Pirandello, L.（1986）Pensaci, Giacomino!, in Maschere Nude, Mondadori, Milano. 
【ピランデッロ（2000）「考えろ、ジャコミーノ！」『ピランデッロ戯曲集Ⅰ』白澤定雄訳 新
水社】 
＿＿＿＿（1986）Liolà, in Maschere Nude, Mondadori, Milano. 
【ピランデッロ（2000）「リオラ」『ピランデッロ戯曲集Ⅰ』白澤定雄訳 新水社】 
＿＿＿＿（1986）Così è, in Maschere Nude, Mondadori, Milano. 
【ピランデッロ（2000）「そのとおり」『ピランデッロ戯曲集Ⅰ』白澤定雄訳 新水社】 
